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役に立つかどうかは二の次

　今年の６月、日本の研究者たちに
よって合成された113番元素が「ニ
ホニウム」と命名されました。この
名前はサイエンスの世界で永久に残
ります。素晴らしいことです。
　ただこの元素は、物質として存在
しないに等しいものです。単原子を
物質とは言いません。もっと言えば、
たとえこの原子を何十個、何百個と
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村井眞二
不可能視されていた炭素―水素結合を有機合成化学に利用する手法に道を開
き、世界を驚かせた村井眞二氏。奈良先端科学技術大学院大学では副学長を務
め、産学連携の新たなモデルも創出した。現在、産官学連携の国家プロジェクトとな
っている「元素戦略」の仕掛人とも言われる村井氏は「失敗の積み重ねを恐れない
こと」「退路を断って高みを目指せ」と、若い研究者に檄を飛ばす。

最後までやり抜く強い意志で、
高みを目指して欲しい

大阪大学名誉教授
奈良先端科学技術大学院大学特任教授
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集めても、何の役にも立ちません。
つまり、何年もかけ、それなりの予
算を投じて何の役にも立たないもの
をつくったことになります。
　しかし、だからといって研究とし
ての意義がないわけではありません。
ないものをつくりたい、分からない
ことを知りたいというのは人間の本
源的欲求です。そこに山があるから
登るということよりも、もっとずっ
と根源的なものです。

　そういう研究をできるのは、アジ
アでは日本だけでしょう。経済的な
ということも含めて、余裕があるか
らできることです。中国はケタ違い
の歴史を持っていますから、別の余
裕はあります。けれどもまだ新興国
的な趣のある国ですから、何かする
ときにはそれが役に立つかどうかと
いうことが判断基準になります。だ
からテクノロジーの研究はしても、
サイエンスの研究はしません。
　近年、日本でも大学の研究に対し
て、それは何の役に立つのかという
出口を求める傾向があります。国立
大学に限らず私学にも税金が投入さ
れていますから、世の中の役に立た
ないといけないというのはもっとも
なことです。しかし、役に立つよう
になるのは50年先かもしれない。
大学とはそういう研究もするところ
なのです。そういうことは多くの人
も分かっているはずなのですが、出
口ばかりを強調するようになったの
は、日本も余裕がなくなってきたと
いうことなのでしょうか。

トップ化学者を集めた
箱根会議

　2004年、科学技術振興機構（JST）
研究開発戦略センターの上席フェロ
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ーだった私は、当時、京都大学の玉
尾皓平先生にお願いし、日本のトッ
プ化学者を集めた箱根ワークショッ
プを行いました。いわゆる箱根会議
であり、ここから生まれたのが、希
少元素を使わずに、他の元素でその
機能を置き換えようという元素戦略
でした。この元素戦略は、元素も将
来は不足してくるからその対策を考
えることと、まだ知られていない元
素の特性を科学的に解明していくこ
との2つが大きな目的です。現在は
産官学が連携する一大プロジェクト
に発展していますが、実は当時、協
力を呼び掛けた欧米各国はさほどの
興味を示しませんでした。ところが
その後、尖閣諸島問題から中国がレ
アアースの輸出を禁止したため、欧
米も事の重大性にようやく気づき、
日米欧の３極が連携するようになっ
たのです。
　レアアースではありませんが、マ
グロも数年前に国際的な価格が急騰
したことがあります。その後、マグ
ロ漁は規制が強化されるようになり
ましたが、日本が先頭に立って考え

　新しいことの発見や発明があれば、
サイエンスもテクノロジーも大きく
広がっていくものです。
　炭素と水素の結合を切るC-H活性
化の研究も、そうした思いで取り組
みました。C-Hの結合は有機物の基
本構造であり、簡単には切れません。
何をやってもうまくいかない日が続
きました。しかしこれができればす
ごいという思いを研究室で共有しな
がら失敗を重ねても諦めず、ついに
ルテニウムという金属を使い、C-H
活性化に成功したのです。
　幸い、この研究は世界的に注目さ
れました。しかし当時私の研究室に
はこれと同じレベルの研究成果が他
にも３つか４つありました。それら
の研究は派手さがないためほとんど
注目されませんでした。ところがノ
ーベル化学賞の受賞者であるハーバ
ード大学のイライアス・コーリー先
生が注目すべき５本の論文を挙げた
とき、実に２本が私の研究室の論文
だったことがありました。またアメ
リカ化学会の機関誌も２週続けて私
たちの2本の論文を掲載しました。
これはうれしかったですね。

退路を断って研究に取り組む

　難しいテーマの研究をしていて、
なかなかうまくいかないと、もう少
し簡単なテーマの研究に移りたくな
るものです。しかしそこに逃げ込ん
だらいけません。私は常に退路を断
って研究に取り組みます。だからと
にかくその研究をするしかない。も
ちろん失敗の連続です。でもそうし
た無数の失敗を恐れない強い心が必
要です。
　大学４年生は、初めて研究室に入
ると何をしていいか分からず戸惑い
ます。そういう学生に対して多くの
研究室は、訓練のために小さなこと
をいろいろやらせます。でも大阪大
学時代、私の研究室では第一級の研
究に４年生を参加させました。それ
も論文を投稿する直前の大詰めの段

ないといけないのは、すべての天然
資源に関して、廃棄物や精製後のゴ
ミを産出国に廃棄し、いいところだ
けを消費国に持ってくるという現在
の構図はいつまでも通用しないとい
うことです。世界各国が同じテーブ
ルについてそういう問題を話し合う
べきでしょう。
　日本も、海外の資源が欲しければ、
そこに行って現地に小学校をつくる
ところから始める。国と国が友好関
係を築き、海外の国が日本に協力的
になる素地をつくることから始めな
いといけないのですが、どうも日本
はそういうグランドデザインを描く
のが苦手なようです。

常識越えを狙う

　私は大阪大学の教授に就任した
1987年、常識越えを狙いたいと思
いました。科学者にとって新しいこ
とに挑戦することはとても大事であ
り、本当に新しいことはそれまでの
常識の延長上にはないと考えるから
です。

むらい・しんじ　1938年生まれ。工学博士。大阪大学教授、工学部
長を経て名誉教授。奈良先端科学技術大学院大学理事・副学長を経て
名誉教授・特任教授。岩谷産業（株）中央研究所所長を経て取締役（非
常勤）。日本化学会元会長。科学技術振興機構上席フェロー、特任フ
ェローを歴任。日本化学会賞、有機合成化学協会特別賞、藤原賞を始
め、日本学士院賞、朝日賞などを受賞。経済産業省、文部科学省関連
の取り組み「元素戦略」の提案は、国の政策として具体化し、欧州や
米国を始めとする世界の主要国で、グローバルに拡大している。
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階でです。そういう環境でこそ、学
生は研究するための作法を身に付け
るのです。もちろんそれが第一級の
研究であることを、学生はよく分か
っていません。しかし論文が発表さ
れ、そこに掲載されている自分の名
前を見て、学生も「俺はすごいこと
をしたようだ」と思うのです。
　いい料理人を育てようと思ったら、
子どもの頃から一級のおいしい料理
を食べさせないといけません。本物
の味を知ったら、安物の味では満足
できなくなります。それと同じこと。
早い段階から第一級の研究に参加す
れば、高い目標を狙おうという思い
が共有され、それが研究室全体の財
産になり、文化ができるのです。
　また私たちの研究室では、こんな
ことができたら面白いというナイー
ブな発想をまずは実際に実験で試し
てみるという「実験先行型の研究」
と、こういう仕掛けでこういうこと
をしたらこうなるはずだと徹底的に
考え抜いたうえで取り組む「思考先
行型の研究」と、2つのタイプの研
究を同時に走らせていました。研究
室のメンバーはその両方を見ている
ため、それぞれのいいところ、悪い
ところを知り、偏った研究者にはな
らず、サイエンスの真っ当な作法を
身に付けた研究者に育つのです。

自らを情報の
飢餓状態に追い込む

　若い人は大学の３年生くらいまで
は、ふらふらしているものです。し
かし４年生になり研究室に入ると、

「こんな世界があるんだ」と感動し、
研究にのめり込みます。そういう点
では今も昔も変わりません。若者は
自分のすることに意義を見出したら、
本気で取り組むようになるのです。
　そういう若い研究者には、情報の
飢餓状態に自分を追い込むことを勧
めます。こんなことを知りたい、こ
れが分かればこういうことができる
はずだといろいろなテーマを持ち、
情報に対して欲求不満な状態になっ
ていると、雑誌でも論文でも、見落
としていた情報がパッと目に入って
くるようになります。
　もうひとつ、仮想ライバルを持つ
といい。嫉妬心が起きるほどいい論
文を書く人がいたら、その人をライ
バルに想定する。そしてその人の仕
事にずっと注目していれば、いい刺
激になるし、自分の考えの軸ができ
る。私自身は海外の研究者を仮想ラ
イバルにしていました。
　今の若い研究者を見ていると、研
究会とか飲み会で仲良くなった人と
一緒に仕事をしようとする。しかし
それは逆だと思う。この仕事をした
のは誰だ、この論文を書いたのは誰
だというように気になる人がいたら、
その人に会いたくなる。話を聞きた
くなる。それが本筋でしょう。
　仲よしクラブ的な甘い人間関係か
らいい成果が出てくるとは思えませ
ん。
　難しいテーマに取り組めば、そう
簡単にうまくいかないのは当たり前。
広く深く勉強しながら、これだけは
ものにしようという強い意志を持っ
て、高みを目指して欲しいものです。


